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売上高
・アジアを中⼼に海外の拡販により伸⻑

利益⾯
・売上高増加の影響
・原価低減などの内部努⼒

営業利益・経常利益・四半期純利益
いずれも過去最高益

売上高
・第１・第２四半期は170億円台から180億円台で推移

営業利益
・第１・第２四半期ともに20億円を超える高水準
・目標の営業利益率11％を⼤幅に上回る

国内ベルト
・射出成形機やロボットなどの産業機械向けの需要が好調

海外ベルト
・アジア、欧米のいずれの地域も堅調
・為替の円安影響

建設資材
・公共や⺠間の改修⼯事の需要が減少

その他
・⾦属ナノ粒⼦を応⽤した新製品が増加

(第２四半期累計連結業績)
増収 過去最高益

(四半期推移)
売上高・営業利益ともに高水準を維持

(セグメント別売上高)
海外ベルトが⼤幅増
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年初開⽰値を据え置き

想定為替レート(変更なし)
・1USD=100円
・1EUR＝110円

配当⾦
・１株当り22円の年間配当(変更なし)

⾃動⾞⽤ベルト
・米国や東南アジアにおいて販売が好調

一般産業⽤ベルト
・国内では産業機械向けが増加
・海外では補修市場向けが増加

OA機器⽤ベルト
・東南アジア圏の販売が堅調

搬送ベルト・合成樹脂素材
・国内での販売が順調に推移

ベルトは全ての品目が増加

営業利益
・売上高増加影響     ＋7.0億円
・原材料価格の影響    △1.8億円
・労務費・人件費の影響  △5.0億円
・その他のコスト     △0.8億円
・内部努⼒        ＋2.8億円
 計           ＋2.2億円

営業利益は過去最高

(通期業績予想)
年初開⽰値を維持

（営業利益）
4期連続最高益

(ベルト売上高)
全品目が増加
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第２四半期累計
・国内の製造設備の増設
・試験研究設備の充実

第３四半期以降
・試験研究設備の充実
・⽼朽化した⽣産設備の更新

(設備投資)
通期で30億円台の投資を継続
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